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熊本県公立高等学校P
六
月
二
日
（木
）
、
Ｋ

Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
熊
本
に
お

い
て
、
各
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
、
学
校
長
な
ど
百

十
八
名
（定
数
百
三
十

四
）が
出
席
し
て
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
年
度
は
三
年

ぶ
り
に
来
賓
を
お
招

き
し
、
古
田
市
町
村
教

育
局
長
始
め
多
く
の
皆
様
の
ご
臨
席
を
頂
き
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
受
賞
者
十
七
名
を
代
表
し
て
齊
藤
智
隆
県

連
副
会
長
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
議
事
に
入
り
、
〈「
和
三
年
度
事
業
Å
不
務
報
告
、
決

算
甚
Ш
査
報
箸
、
〈「
和
四
年
度
役
員
改
選
、
事
業
計
画
、
予
算

案
な
ど
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
新
役
員
に
つ
い
て
は
別
記
名
簿
の
と
お
り
で
す
。

講
演
会
で
は
、
人
吉
の
繊
月
酒
造
社
長
、
堤
純
子
氏
か
ら
、

】ヽ

「
球
磨
焼
酎

・
伝

・．　

統

産
業

の
継

承

と
発
展
」
と
題
し

一　
お
話

し
を

伺

い

ま
し
た
。
七
月
豪

雨
災

害

か
ら

の

復
旧

・
復
興

、
商

品

開
発

の
苦

労

な
ど

興

味

深

い

お
話
し
で
、
〈
不
場

か

ら
多

く

の
質

問
が

で
る
な
ど

好
評
で
し
た
。

『
す
べ
て
は
子
供
た
ち
の

夢
の
実
現
の
た
め
に
１

』

重
点
事
項

①
他
団
体
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
学
校
施
設
設
備
の
向

上
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
の
更
な
る
充
実
へ
の
取
組
み

②
関
係
諸
団
体
と
の
連
携
強
化

◎
交
通
ル
ー
ル
ヘ
の
理
解
を
高
め
、
交
通
モ
ラ
ル
を
守
れ
る

社
会
を
目
指
し
、
交
通
事
故
を
減
少
さ
せ
る
取
組
み

④
人
権
教
育
・命
を
守
る
教
育
・情
報
モ
ラ
ル
枚
育
等
に
つ

い
て
、
学
校
、
生
徒
、
保
護
者
の
連
携
を
高
め
る
た
め
の
啓

発
・研
修
へ
の
取
組
み

⑤
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
運
菖
と
渚
動
を
支
援
す
る
取
組
み

⑥
進
学
・就
職
支
援
と
、
学
校
・生
徒
・保
護
者
の
進
路
対
策

情
報
共
有
の
取
組
み

②
迅
速
な
情
報
発
信
と
共
有
、
次
世
代
の
広
報
活
動
の
あ

り
方
を
検
討
し
、
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
よ
リ
リ
ン
タ
で
き
る
体

制
づ
く
り
へ
の
取
組
み

③
全
国
高
Ｐ
連
賠
償
責
任
補
償
制
度
・県
高
Ｐ
連
生
徒
総
合

保
障
制
度
、
熊
本
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
教
育
振
興
財
団
へ
の
認
知
度

の
向
上
と
制
度
理
解
を
深
め
る
た
め
の
取
組
み

校長会会F(―
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熊本県公立高等学校
PTA連合会 会長

熊本県公立高等学校長会 会長

熊本高等学校 校長

牛田 卓也 夏木 良博令和4年度 熊本県公立高等学校PTA連合会役員

氏 名

牛田 卓也

石村 秀一

横川  修

橋□ 英伸

木原  徹

牛島由紀雄

夏木 良博

中野 真二

四海 公貴

小田 善久

浅見 秀樹

貪卿|1賢一郎

後藤 光浩

仲間 敬真

内村恵美子

高宗 友子

碇  加奈

田尻 千賀

上門 志穂

竹下  渉

梅田  忍

田畑 梨江

前田 実生

小嶋 和也

久保田弘美

岡本 麻美

吉田ミツ子

永野 久美

所属高校 委員会

「
価

値

」
Ｈ

「
逮

工

×
「
理
解

」

高
Ｐ
連
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

各
学
校
の
教
育
活
動
の
振
興
に
並
々
な
ら
ぬ
御

支
援
と
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
聞
い
も
３
年
目
に

な
り
、
教
育
活
動
に
も
大
き
な
影
響
が
長
く
続

い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
大
切
な
時
間
で
あ
り
、

各
学
校
と
も
感
染
防
止
を
図
り
つ
つ
、
い
か
に
し

て
学
び
を
継
続
す
る
か
腐
心
し
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
現
代
は
「多
様
性
含
いく
Ｒ
∽
一営
こ
の
社

会
と
言
わ
れ
、
そ
の
中
で
自
分
と
異
な
る
価
値

観
、
モ
ノ
、
コ
ト
を
如
何
に
受
容
（卜磨
⇔
】房
中〇
し

す

る
か
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
熊
本
で
は
今
、
台
湾

の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
「
↓
∽
煮
０
」
進
出
が
大
き
な

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
レ」
こ
数
年
で
こ
れ
ま

で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
大
き
な
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
波
が
押
し
寄
せ
る
で
し
ょ
つ
。
＞」

れ
は
教
育
の
場
に
つ
い
て
も
例
外
で
な
く
、
教
室

で
中
国
語
が
飛
び
交
う
風
景
が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴

う
人
種
、
民
族
、
国
籍
、
一一一塁
巾
な
ど
に
限
ら
ず
、

性
や
性
的
志
向
、
障
が
い
の
有
無
、
年
齢
な
ど
、

多
様
な
人
々
が
共
生
す
る
こ
と
が
あ
た
り
ま
え

の
社
会
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
＞」
れ
か
ら
の
社

会
で
生
き
て
ゆ
く
子
供
た
ち
に
は
、
多
様
性
を

受
容
す
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
社
会
問
題
に

■
九
州
大
会
表
彰

【団
体
表
彰
】

熊
本
県
立
菊
池
高
等
学
校
育
友
会

熊
本
県
立
済
々
豊
高
等
学
校
同
心
会

熊
本
県
立
小
国
高
等
学
校
育
志
会

【個
人
表
彰
】

熊
本
県
立
大
津
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

前
会
長
　
一二
村
　
大
和

熊
本
県
立
熊
本
商
業
高
等
学
校
育
友
会

前
会
長
　
　
小
林
　
郁
子

熊
本
県
立
芦
北
高
等
学
校
育
友
会

前
会
長
　
　
出
水
　
知
子

■
全
国
大
会
表
彰

【団
体
表
彰
】

熊
本
県
立
八
代
農
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

熊
本
県
立
天
草
工
業
高
等
学
校
育
友
会

【個
人
表
彰
】

熊
本
県
立
阿
蘇
中
央
高
等
学
校
育
友
会

前
会
長
　
　
池
部
　
　
奨

熊
本
県
立
上
天
草
高
等
学
校
育
友
会

前
会
長
　
　
齊
藤
　
智
隆

な
っ
て
い
る
「
攀
允
め
」
イ
関
し
て
も
、
自

・
分
と
他

　

，

者
の
違
い
を
上
手
く
受
容
で
き
な
い

」
と
に
起

　

、，

因
す
る
も
の
が
少
な
く
は
あ
リ
ュ
せ
ん
。　

ｋ
，

こ
の
よ
う
な
時
代
に
私
た
ち
大
人
に
求
晩
イ
一

れ
る
の
は
、
子
供
た
ち
を
枠
に
は
め
た
り
、
価
値

観
を
押
し
付
け
た
り
せ
ず
、
子
供

一
人
ひ
と
り
　
。

副会長

副会長

副会長

副会長

鹿 本

宇土中・高

八代農業

牛 深

玉名工業

阿蘇中央

鹿本商工

翔 陽

菊 池

熊本北

熊本商業

熊本西

球磨工業

水 俣

八代工業

人 吉

天草拓心

天 草

小 国

東 稜

八代清流

調査広報

健全育成

進路対策

総 務

調査広報

健全育成

進路対策

総 務

総 務

調査広報

健全育成

調査広報

総 務

調査広報

進路対策

健全育成

進路対策

健全育成

躯
一端
椒
姉
薄
一
一蹴
椒
姉
薄
蝋
蝋
蝋
蛾
蹴
椒
椒
椒
椒
椒
椒
唖
姉
姉
姉
薄
薄
職
椒
姉

本

本

土中．高

鰐

深

一

一

熊

鹿

宇

八

牛

職

間

間

間

間

間

間

長

役

腰

顧

顧

顧

顧

顧

会

一
人

一
人

の
た

め
の
Ｐ

Ｔ

Ａ

会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ

り
本
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
い
て
お

り
ま
す
こ
と
、拝
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
生
徒
の
学
校
生
活
と
将
来
の
た
め
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
、各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
並
び
に
学

校
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ

ミ
ラ
ク
も
３
年
目
と
な
リ
コ
ロ
ナ
前
の
学
校
を
知

る
生
徒
が
い
な
い
と
で
つ
中
、
第
６
波
・第
７
波
の

影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
総
体
、
総
文
の
開
会
式

を
実
施
で
き
、体
育
大
会
等
の
学
校
行
事
も
３
年

生
を
中
心
に
工
夫
と
努
力
で
実
現
出
来
て
い
る
こ

と
は
、大
変
、喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

ま
た
、
学
校
行
事
だ
け
で
な
く
、
生
徒
た
ち
は

地
域
や
大
学
、企
業
と
も
積
極
的
に
連
携
を
図
り
、

様
々
な
活
動
を
通
じ
て
、学
び
を
深
め
る
と
共
に
、

多
く
の
人
た
ち
に
元
気
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

一
人

一
人
活
躍
の
場
は
違
っ
て
も
、彼
ら
彼
女
ら
は
、

自
分
の
考
え
で
前
に
進
ん
で
い
ま
す
。
特
定
の
活

動
に
評
価
が
集
ま
り
が
ち
で
す
が
、出
来
る
だ
け

多
く
の
生
徒
に
目
を
向
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問

題
は
、こ
れ
ま
で
潜
在
的
だ
っ
た
社
会
の
様
々
な
問

題
を
浮
き
彫
り
に
し
、社
会
全
体
の
対
応
力
の
無

さ
を
痛
感
し
ま
す
。

高
校
生
に
関
連
す
る
事
で
も
、成
人
年
齢
の
変

更
に
伴
う
問
題
、制
服
や
校
則
も
含
め
た
多
様
性

の
問
題
な
ど
、
表
面
的
な
話
だ
け
が
先
行
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
、生
徒
の
成
長
の
機
会
を
、長
期

的
な
視
点
、短
期
的
な
視
点
を
平
行
し
て
考
え
な
・

が
ら
、確
保
し
な
け
れ
ば
い
け
Ｆ
せ
ん
。
　
　
　
、

そ
の
為
に
は
、今
以
上
に
、
高
校
生
の
社
会
を
知
′

り
、将
来
に
必
要
な
知
識
や
感
性
を
共
に
学
ん
で

い
け
る
保
護
者
、
Ｐ
Ｔ
△
で
あ
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
つ
か
。
本
会
も
、研
修
会
◇
不
ッ
ト
曜
信
な
ど
、

新
し
い
チ
ャ
レ
ィ
ン
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

県
高
Ｐ
連
は
、子
供
た
ち
と
共
に
、こ
の
試
練
を

乗
り
越
え
、
生
徒
た
ち
が
輝
け
る
よ
う
、各
校
や

諸
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
努
力
し
て
い
く

所
存
で
す
。

策

　

　

策

成

報

報

対

務

務

対
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広

広

路

　

　

路

全

査
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進

総

総

進

健

調

調

事

事

事

事

事

事

夢

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

監

監

監

台

船

部

原子

御

矢

樹

樹

子

直

知

純

田

本

瀬

武

松
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事務局

啄塾
豊
墾
丈

時

』

Ｅ

Ｊ

こ
士

里

【水 前寺校 】逮題鸞 量理蟻

高校ジヤンプコース
』「

日B,Rg,SCH00L日 HHL 志望大学現役合格をめざす高校生のための塾

X□XE
』

“

u

詳しい内容は
HPにて
ご覧ください。 鶉

TEL:096-213-7772
〒862-0950
熊本市中央区水前寺1丁目1-1

壷漢塾水前寺校 は
」R「 新水前寺駅」、

市電「新水前寺駅前」
電停の目の前!→ポイント

学びの

4つ の
①プロ講師による生授生 ②担任による受験指導

③快通な自習室 ④気軽に利用できる質問コーナー

二  li !|

獅 J

デ

Kumtimoto Prefectural High School PTA NEIAISPAPER vo1 520
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県高P運秋季研修会

日 E寺 :11月26日 (土)13時～

会 場 :熊本県立劇場大会議室

内 容 :知つておきたい青少年の性 (仮 )

講 師 :立正大学文学部社会学科 教授

石 川1 由香里 氏

◎10月 中旬に案内を送付します。

◎講演はYou Tubeで も配信予定。

視聴用のパスワードは後日お宍□らせします。

予 告

鞠 栽 が 僚 0慢

進 路 対 策 研 修 会

県
高
Ｐ
連
「令
和
４
年
度
進
路
対
策
研
修
会
」
が
７
月
３０
日

ω
に
熊
本
城
ホ
ー
ル
Ａ
４
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
い

ま
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
猛
威
に
よ
り
心
配
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、前
年
度
の
研
修
会
に
お
け
る
事
務
局
の
感
染
予
防
対

策
も
あ
り
、無
事
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

研
修
内
容
は
進
路
対
策
と
で
つ
事
で
、講
師
に

い
野
田
市
電
子
人
材
ソ
リ
ュ
ー
ンヽ
ヨ
ン
事
業
部
課

長
の
人
重
樫
武
氏
を
迎
え
「変
革
す
る
時
代
に
求

め
ら
れ
る
人
材
と
は
」
の
講
演
と
ご
息
女
が
就
職

さ
れ
た
元
県
高
Ｐ
連
副
会
長
中
尾
友
二
氏
と
ご

子
息
が
進
学
さ
れ
た
元
県
高
Ｐ
連
理
事
出
水
知

子
氏
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
「
子
ど
も
の

進
路
に
ど
う
関
わ
っ
た
か
」
と
で
つ
体
験
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

人
重
樫
氏
の
講
演
は
「仕
事
、社
会
を
次
に
つ
な
ぐ
の
で
は
な

く
人
材
を
つ
な
ぐ
事
が
大
事
な
事
で
す
」
と
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

「
い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
な
い
も
の
は
や
は
リ
チ
ャ
レ
紫
ン
精
榊
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ンヽ
ョ
ン
能
力
、
先
を
よ
む
力
だ
と
で
つ
事
、
相
手
の
視

点
に
沿
っ
て
話
を
聞
く
力
も
必
要
な
事
だ
」
と
で
つ
事
も
話
さ

れ
、改
め
て
当
た
り
前
の
事
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な

と
思
わ
さ
れ
た
講
演
で
し
た
。
事
務
局
が
実
施
し
た
研
修
会
ア

ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
も
「と
て
も
い
い
お
話
が
聞
け
ま
し
た
」
と
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
頼
る
の
で
は
な
く
最
後

は
や
は
り
人
の
力
が
必
要
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

体
験
発
表
で
は
、
「
子
供
の
悩
み
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
は
親

が
１
呑
、
や
ら
な
い
後
悔
よ
り
や
っ
て
み
る
が
ベ
ス
ト
で
す
」
と
改

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
お
話
が
聞
け
ま
し
た
。
「
子
ど
も
の
個
性

を
受
け
止
め
る
事
は
大
事
な
事
で
す
。
自
分
の
意
思
で
進
路
を

湊
め
、
早
め
の
目
標
設
定
を
し
取
り
組
め
た
事
が
良
か
っ
た
」
と

も
話
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
保
護
者
の
方
は
今
後
、
我
が

子
と
向
き
合
う
時
の
た
め
の
参
考
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

生徒会活動における生徒の活躍・取り組み

必由館高等学校生徒会では、「自主自立の精神を伸長し、明るく健全な学校をつくり、社会に貢

献する態度を育成すること」を目標に日々活動に取り組んでいます。主な活動としては、体育大

会や文化祭などの行事の企画・運営、生徒議会の中で行う「侑U服検討委員会」や「I葉貝U検討委員

会」などの生徒による話し合い活動、高校生議会や、高校生水の国フォーラムヘの参力Bなどの

校外活動があります。

生徒会長を中心とする総務委員のメンパーは26名 ですが、それぞれの活動の中で、その都度、

広く参力B希望を募りながら、心由館高校生徒全員が生徒会活動に意識を高めることを目標に

8月 1日 に行われた高校生県議会に参加しました。「熊本

県の人工妊娠中絶と出生率向上に向けた施策について」

というテーマについて、専門の方々からの助言を受けな

がら質問を練り上げることが出来ました。

頑張つています。

コロナ禍の影響で、R3

年度、R4年度は「坪りん

ぴっく」という名称で学

年ごとに体育大会を行

いました。競技も生徒

からアンケートを取り、

アスレチックリレーなど

を取り入れました。

「校貝じ検討委員会」での話

し合いの様子です。各クラ

スから希望で代表を募り、

開催することで積極的な意

見がたくさん出てきました。

必由館高校

部お勃 。生従会1特集 :

本校には、16の体育系部活動と10

の文化系部活動に力Bえ、4つ の同好

会があり、多くの生徒が日々港動し

ています。体育系部活動では、フェ

ンシング部、挙法部、馬術部が県下

有数の強豪校として活躍しており、

本年度も県高校総体において上位

に入賞し、全国大会の出場権を獲得

しました。また、野球部も夏の県予

選大会において、ベスト8に 入るな

ど目ざましい活躍をしています。

文化系部活動では、放送部がNHK

杯放送コンテストの「朗読部門」と

「校内放送研究部門」で上位に入賞

し、「校内放送研究部門」は全国大会

にも出場しました。全国大会では、

GoogteMeetを利用した体育大会

の動画配信等、lCTの活用について

の研究を発表しました。

挙法部 男女団体・個人優勝

フェンシング部 学校対抗男女優勝

'4く
ぜ

`

|千音'お

馬術部

総合成績3位

NHK杯県代表に決定

NHK杯全国大会出場

―
NHK杯全国大会発表風景

多くの部活動が全国大会に出場‖本校には、専門高校ならではの特色を生かした部活動が多くあり、授業はもとより部活動でも

■ マーケティング部

マーケティング部では、本校にある自動販売機の運営を行つていま

す。生徒が運営を担っているのは本校ならではで、売れ筋を考えなが

ら仕入れを行つたり、商品のPOPを作成して販売促進を行つたりして

います。

■ ビジネス技能部

ビジネス技能部では、ワープロ競技大会に向けて練習に取り組んで

います。熊本県高等学校ワープロ新入競技大会速度の部団体優勝、

九州地区高等学校ワープロ競技大会熊本県大会速度の部団体3位

など、上位入賞を果たしています。

瞳 飴粋岬櫛
■ エヨ電部

エコ電部ロボット班では、日々試行錯誤しながらアイデアロボットを

製作しています。昨年度に1よ、熊本県高等学校アイデアロボット競技

大会でアイデア賞や、ロボットアイデア甲子園熊本大会で最優秀賞

を受賞しました。

趨

技術・技能を高めています。

①熊商デパート
磐年、42月初旬の上,日 曜日に開催される隙悽商デパート」は、
今や熊本の冬の風物詩となっています。単に、売上を仲ばすこ
とだけではなく、来場いただいたお客様にどのように満足をお届けするのかを検討しています。本

年度も6月 から店長会議や各部長会議を密週開き、綿密な準備を進めていきます。本年度は12月 3

日(土〉4日 (B)に 開催予定です。ご来場を心よりお待ちしております。

②課題研究における「起業家育成」講座

3年生の課題研究の授業で「クラウドフアンディン列 による「くまもと人吉復興応

援」に取り組みました。集中豪雨からの復興に協力したいとの思いから、地元洋

菓子店「アントルメ菓樹」と共同開発した限定スイーツを販売し、商品代金の一部

を寄付することができました。各方l直 からの支援をうけ、クラウドファンデイング

の実践、商品開発、PR活動などを経験することができました。これまで学んだ商

業の知識を呪実の社会で生かすことができ、社会貢尊十につなげることができま

した。

①マーケティング部～「韓流ダイナマイト弁当J

本校マーケティング部とKKRホ テル熊本日本料理長尾
方義明氏が一緒に考案開発したコラボ弁当。韓流ス|フ

ーが大好きだけどコElナ禍の中、ライブにも行けない…

韓流スターを近くに感じたい!との想いで作りました。

本年度の総体ならびに商業関係の競技会においてア本の優丹券旗を手にできました。

限られた練習時間を有効に活用し、優秀な成債を収めています。女子陸上総合の部、

女子バスケットボール部、ソフトボール部、篇記部、珠算部、電算部(電算処理)が熊本

県大会を制し、インターハイや全国大会への出場を決めています。その他の部活動も

優秀な成績を収めています。

翅

登                       す
懸

④文武両道

1熊本脅業高校

「よりあいカフェ」を開きました!

令不83年 12月 19日 、玉名高校生徒会は令和2年 7月の熊本豪雨によって甚大な被害を受けた

人代市坂本町で復興支援活動を行いました。この活動は、坂本町出身で気象予報士の早田蛍

さんのご協力で「よりあいカフェJを 開くというものです。地元の方々の炊き出しをはじめ、本校

書道部の書道パフォーマンスと書道教室、科学部によるスライムづくり体験、家庭クラブによ

るてフリスマスリースつくりや針金アート体験、折紙作成などを行いました。多くの方々にご来場

いただき、子どもたちにも喜んでもらったので私たちのほうが元気をいただきました。また、豪

雨災害の話もたくさん間かせていただき、その恐ろしさと大変さ、どのような対策が必要かな

ど考える機会となり、とても勉強になりました。

この活動は、本校育友会の「若勁チャレンジ」という生徒の自主的な活動を支援する事業を利

用して活動費を援助していただきました。また、早田さんをはじめ地元の方々にもたくさんご協

力いただき心から感謝しています。多くの方々にご協力いただいて実現したこの,舌動は、本年

度も坂本町で行う予定です。

県立高校One Teamプロジェクト街なか高校生派出所

F県立高校 One Teamプ ロジェクトJの 一環として、天草工業高校 (本校)、 天草高校、天草拓心

高校が参加し、「衡なか高校生派出所Jと金名打つた活動を行つています。天草市の銀天街の空き

店舗を借用して定期的に各校の活動を紹介、他校生や地域の方々との交流を通した地域課題解

決等の探究的な学びにつなげるとともに、地元商店街に活力を与えるきつかけになればと考え

ています。7月 17日 (日 )に 開催した「街なか高校生派出所Jでは、本校機械科が缶バッチ、電気科

が光るうちわ、土木科が本棚、情報技術科が電子オルゴールの製作をそれぞれ行いました。各科

の得意分野を生かし、趣向を凝らしたものづくり体験が提供できました。

の情報技術科

情報技術科によ
る電子オルゴー
ル製作の様子。
ハンダ付けをし

す。為
ているところで

2,電気科

電気科による光
るうちわ製作の
様子。デザイン
加工をしている
ところです。

lう機械科

機lF琵 科による缶
バッチ製作の様
子。おいた絵を
缶バ ッチにとし

込 んでいるとこ

ろです。

●,土木科

土木科による本
l,l製作の様子。
釘打ちをしてい
るところです。

八代渭流高校にはたくさん部活動があります。野球ツ スヾケ・ボート・

アーチェリー ・̈。その中で、今回はホッケー部を紹介します。

ホッケー部があるのは、県内で3校だけです。その中の1つが八代清流高校ホッケー都。女子は全

員が初心者からのスタート。県の総体では、いつも2位か3位です。もちろ

ん経験豊富なチームが相手の時は苦戦続き。今年の総体も2位でした。

(勝てるチャンスはあつたのですが・・・)。 でもその後の九州選手権では、総

女子(高校総体) また、昨年から男子も入部し今年から本格

的に始動 |。 九州選手権で初勝利できました。まだまだ伸びしろが

たくさんある、やればできる清流高校ホッケー部。「ホッケーを通し

て自分の人間性を磨くJを合言葉に活動しています。

八代渭流高校生徒会は、6月 に新旧役員が入れ替わり現在

は新体制で活動しています。清流高校をより良い学校にす

るために毎年7月 に生徒総会を開催し、生徒から直接意見

を聞いています。また先日は、育友会との意見交換会も実

施しました。生徒・教師・保護者が一緒になつて学校を盛り

上げています。

|. 子

イ4Lf~

″  輪

前

呼
男子(高校総体)

生徒会,育友会意見交換会の様子

鷲

体で負けたチームに2勝できました。

清流高校水ッケー部
全員集合

的

U 九州ルーテル学院大学螂 2023年度 ルーテルは学科・専攻再編人文学部 大文学科(定員 100名 )心理臨床学科(定員 50名 ) 大学 HP

本学 (学部)で取得できる資格等

O保育士資格 O幼稚園教諭一種免許状
O小学校教諭一種免許状 O中学校・高等学校教諭一種免許状 (英語)

○特別支援学校教諭一種免許状 (知的障害者)(月支体不自由者)(病弱者)

O精神保健福祉士国家試験受験資格
○スクールソーシャルワーカー養成課程
O公認心理師国家試験受験基礎資格

お問合せ 九州ルーテル学院大学 入試課 〒8603520熊本市中央区黒髪3丁目12番 16号 TEビ 0963431600 E‐ m討 1:nyushi@kに ac〕 p

人 を学ぶ。人か ら学ぶ。
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端急熊本県立菊池高等学校 困題

孤 ℃既熊本県立八代農業高等学校

進 麗貯旨導 と PTA～ 子 ども と共 に進路開拓～  熊本県立玉名工業高等学校PTA会長 熊 サ|1賢―郎

あいさつ運動

清掃ボランティア

炊き出し

本
校
は
明
治
４‐
年
創
立
の
本

年
１
１
４
年
目
を
迎
え
る
県
内

で
も
有
数
の
伝
統
校
で
す
。
ア」
れ

ま
で
２
フ
，
０
０
０
名
余
の
卒
業

生
を
世
に
送
り
出
し
て
お
り
、各

分
野
で
多
く
の
卒
業
生
の
皆
さ

ん
が
渚
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

南
北
朝
時
代
に
渚
躍
し
た
菊
池

一
族
の
偉
功
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
伝
統
と
文
化
、
曲豆
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
て
お
り
、音同
校
生

活
を
過
ご
す
に
は
絶
好
の
素
晴

ら
し
い
環
境
の
学
校
で
す
。

現
在
、
本
校
は
普
通
科
及
び

商
業
科
に
３
３
６
名
の
生
徒
が

在
籍
し
、
「汗
と
夢
」
の
校
訓
の
も

と
、
生
徒

一
人

一
人
が
そ
れ
ぞ

れ
の
夢
に
向
か
っ
て
日
々
努
力

し
て
い
ま
す
。
特
に
本
年
は
ま
す

ま
す
多
様
化
す
る
中
学
生
の
二

十
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
普
通

科
に
「未
来
探
究
コ
ー
ス
」
と
「地

域
探
究
コ
ー
ス
」
を
新
設
し
、
商

業
科
の
「学
び
の
見
直
し
」
を
行

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
菊
池
市
か

ら
学
校
魅
力
化
の
た
め
の
プ
ィ

レ
タ
タ
ー
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
派
遣
い
た
だ
く
と
と
も
に

公
営
塾
「菊
池
前
進
塾
」
の
開
設

に
よ
る
学
習
支
援
も
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

本
会
は
菊
池
高
校
育
友
会
の

名
称
で
活
動
し
て
お
り
、
保
護

者
相
互
の
繋
が
り
と
教
育
渚
動

へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
「保

護
者

一
人

一
役
運
動
」
と
呼
ば

れ
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
保

護
者
は
、
〈学
級
委
員
Ｘ
理
事
〉

〈育
友
会
林
委
員
Ｘ
総
務
厚
生

委
員
Ｘ
広
報
委
員
〉
の
い
ず
れ

か
の
役
職
に
就
き
、
渚
動
を
行

い
ま
す
。
〈学
級
委
員
〉
は
、学
年

や
グ
ラ
ス
活
動
の
と
り
ま
と
め

を
行
い
、
正
門
で
の
あ
い
さ
つ
運

動
に
参
加
し
ま
す
。
〈理
事
〉
は
、

各
担
当
委
員
の
渚
動
を
補
佐
し

ま
す
。
〈育
友
会
林
委
員
〉
は
、本

会
が
所
有
す
る
育
友
会
林

（面

積
１７
ヘ
ダ
タ
‐
ル
）
で
生
徒
が
安

全
に
森
林
保
全
渚
動
を
す
る
た

め
の
下
草
刈
り
作
業
を
行
い
ま

す
。
〈総
務
厚
生
委
員
〉
は
、文
化

祭
に
お
け
る
バ
ザ
ー
、
津府
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
体
育
行
事
の
炊
き

出
し
を
担
当
し
ま
す
。
〈広
報
委

］尋

は
、育
友
会
広
報
誌
「大
椋
」

を
年
３
回
発
行
し
ま
す
。
こ
の

他
、
部
渚
動
に
加
入
し
て
い
る

生
徒
の
保
護
者
で
組
織
さ
れ
る

体
育
文
化
振
興
委
員
会
が
発
足

し
て
い
ま
す
。
全
て
の
保
護
者
が

一体
と
な
っ
て
生
徒
を
見
守
る
体

制
づ
く
り
を
、何
よ
り
も
大
切
に

し
て
渚
動
し
て
い
ま
す
。

本
校
は
、
一
一〇
二
〇
年
に
創

立
百
周
年
を
迎
え
、　
一
万
六
千

名
余
り
の
卒
業
生
を
輩
出
し
た

歴
史
と
伝
統
あ
る
学
校
で
す
。

節
目
と
な
る
百
周
年
記
念
式
典

を

一
年
延
期
し
て
令
和
三
年
に

開
催
致
し
ま
し
た
。
本
校
の
校

訓
、
「礼
節
を
重
ん
ず
。勤
労
を

尚
ぶ
。誠
実
に
生
く
」を
、在
校
生
、

同
窓
生
と
共
に
噛
み
し
め
、
繋

ぐ
良
い
式
典
に
な
っ
た
こ
と
を

鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

本
校
は
現
在
四
学
科
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
が
、〈和
和
五
年
度

よ
り
三
学
科
へ
改
編
さ
れ
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。
少
子
化

の
影
響
と
、
近
年
の
定
員
割
れ

も
大
き
な
問
題
で
す
。
し
か
し
、

本
県
よ
リ
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ョ
ナ
ル

ハ
イ
ス
タ
ー
ル
の
重
点
校
と
位

、
よ
り
高
度

な
専
門
性
と
地
域
社
会
の
担
い

手
育
成
を
任
さ
れ
、
前
向
き
な

学
科
改
編
だ
と
大
き
く
期
待
を

膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、執
行
役
員
と

専
門
三
委
員
会
、
学
校
総
務
職

員
と
協
力
し
な
が
ら
協
議
運
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

中
止
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、珍
し
い
行
事
と

し
て
「祖
父
母
学
級
」が
あ
り
ま

す
。
孫
が
ど
の
様
に
学
ん
で
い
る

か
の
祖
父
母
限
定
体
験
型
参
観

で
す
。
時
に
は
孫
が
助
手
に
な
り
、

一
緒
に
体
験
授
業
を
受
け
て
頂

き
ま
す
。
昼
食
に
は
、
本
校
で
生

産
し
た
食
材
を
使
い
す
み
れ
会

役
員
が
心
を
込
め
た
料
理
で
会

食
。
参
加
者
の
笑
顔
を
見
る
度
、

「あ
～
、
八
農
で
良
か
っ
た
」
と

言
っ
て
頂
け
て
い
る
様
に
感
じ

ま
す
。

生
徒
減
少
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

も
影
響
が
あ
り
、役
員
の
選
考
、

グ
ラ
ス
選
出
委
員
に
つ
い
て
も

苦
慮
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
時
代

に
合
わ
せ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
変
化
を

模
索
し
な
が
ら
、
生
徒
と
一緒
に

楽
し
み
な
が
ら
創
る
八
農
。
地

域
を
盛
り
上
げ
る
八
農
を
目
指

し
、
生
徒
、
教
職
員
、
保
護
者
と

地
域
が
繋
が
り
、
共
創
で
き
る

学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

田 学校紹介

本校|よ 、今年倉」立60周年を迎えます。開校当時(よ 、機械科・電

気科各2学級、工業化学科1学級でしたが、昭和39年 に土木科

が新設され6学級になりました。その後、電気科から、電子科を

分離新設し現在の学級編成になつています。平成12年に西日

本でも屈指の実習棟が完成し、設備の充実度も高く、毎年、「も

のづくリコンテスト熊本県大会」の会場校としても利用されて

います。全国工業高等学校長協会が主催する「ジュエアマイス

ダー」顕彰制度も11年連続で『学校表彰』を受けています。

日 PTA活動

保護者46名と学校関係者で構成されているPTA役員|よ 、イ

ベント委員会・生活委員会・研修委員会・広報委員会のいずれか

に所属します。新型コロナ感染による拡大防止のために、PTA
活動も縮小化し、現在lEk実態に合わせて渚動をしてしヽます。

〔委員会活動〕

イベント委員会は、新型コロナの関係で文化祭バザーが出来

なくなり、生徒たちの思い出の写真を撮つてあげたいと考え、

写真撮影コーナーを作りました。生活委員会は、挨拶運動、長距

離走大会交通指導を受け持ち、

挨拶運動 |よ 8月 、長距離走大会

の交通指導でlよ 、私 |よ 生徒と一

緒に走り、併走指導をしました。

研修委員会 |よ 、いずれかの研修

会に年間に1～2回 参加する形

を取りました。広報委員会は、

年 F口∃3回 (フ 月、12月 、3月 )の PTA新

間を発行するのですが、写真を先生

方に撮つてもらい、原稿 |よ それぞれ

の委員で書いてもらいます。

〔進路説明会〕

本校 |よ 、卒業後に就職を選択する生徒が約8割 、進学が約2割

という状況です。その進路先を決める進路説巳月会を毎年開いて

求人件欧鵡 鶴Яtlは喩・4鋤 他移 い 20～RO   い ま す 。 保 護 者 と 生 徒 が 一 緒

になって進路に関する説明を

聞きます。進路委員会という

もの |よ 無いのでサが、保護者

に周矢[し て夕夕くの参加者が

あります。東日本大震災・熊

本地震・新型コロナウイルス感染拡大等の中でも就職求人数が

大きく減らないのは、卒業生の就職先での実績と先生方のご尽

力の賜だと感じています。

つ年は、新型コロナウイルス感染状況の頃合しヽを見て、6月

に先生たちによる現状報告会を開くことが出来ました。

生徒は、学校のスローガンで

ある「工業人たる前に良き人間

たれ」のもと、人間力やコミュニ

ケーション能力を身に着け、私た

ち保護者も子供たちと共に成長

し、一緒になって進路を切り開い

て行ブ〕`なければならないと考え

ています。

バザー

猿
細

れ
静
▼
支
ル
ギ

功
芳
予
勘
が

試
丈

に
生
く

高校生に知つて欲しい け ポステのこと‐
1丁

祖父母学級 体験授業

祖父母学級 会食

八農祭PTAバザー

祖父母学級 料理

`´身

a サ響
一

地域若者サポートステーション (通称「サポステ」)は、働く意欲はあるものの、様々な理由で一歩が踏み出せな
い若者の職業的自立を支援する施設です。特に進路が決まらないまま学校を中退した若者の場合、その後年齢を重
ねてもなかなか無業の状態から抜け出しにくい実態があります。そのため、中退者等が就労へつながるよう切れ目
のない支援を行うことが重要であると考えています。サポステでは、中退された方、進路未決定卒業生の就職支援、
就職はしたものの辞めてしまつた方の相談や就職支援などを行い若者に寄り添い応援するところです。

■若者サポートステーションやつしろ
住 所 :八代市大手町2-1-13

人吉市上青井町166
電 話 :0965-37-8739
開所時間 :10:OO～ 1 7iOO

火日程日～土B醒 日

定休日 :日・ 月・ 祝・ 年末年始

爛
厚生労働省の事業です。ど利用は無料です。お気軽に上記のサポステまでご相談下さい。

Kumamoto PrettctuЮ I Hも hSChOdPTANEWSPAPERvd52 0

■たまな若者サポートステーション
住 所 :玉篭市中48-4

巨罐目Ё簿靴 鶉
定休日 :日・祝・ 年末年始

■くまもと若者サポートステーション
住 所 :熊本市東区栄田」2-15

8轟1訂靴垂女台藝

令和 4年度 九高 P連大会長崎大会第 2分科会発表
ｎ
ａ
Ｆ
ｅ
ｏ
Ｈ

“
呂
営
■
ｖ
畠
Ｅ
ｎ
尊
Ｈ
Ｏ
■

‥
・・…

学
校
紹
介

…
・…

患
〕

す

銹

0とこもつてし1た
自分でも

贈 gするT芸中謝
登需つことか

をきた。
(B佃Π/蕩田,

朗活rD争ザhた
議でも

向Lれてる仕事IE

出全Bこといで脅た。
(介anE′,叫魚う

B分にとつた
サ誡―卜で
働 (臼僧を

取り瞑すことお4

詈きた。
(口 r口♂サィ,T′ E呼歯,

よかつた!

サボステ

こども
夜問 3年課程

m
南九州で唯―の養成学科

視能訓練士

学科 逸

韓
学校法人 清水学四

西日本教育医療専門学校 www.nki… schoo!.ac.jp

〒862‐0911熊本市東区健軍3丁 目50‐21

TEL.096‐ 33■ 3301(代 )FAX.096‐33■ 3302 EttnfoOnk卜 schoohaclp

毎年高い就職率を継続

授業料のみ 12分割納入可能

高等教育修学支援栞斤制度対象校

オープンキャンパスの導4,予 it,は よ―ムベージより
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県
高
Ｐ
連
新
間
　
第
５２
号

（令
和
４
年
９
月
１５
日
）
発
行
　
熊
本
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
　
熊
本
市
中
央
区
水
道
町
１４
‐
２‐
　
熊
本
県
婦
人
会
館
３
Ｆ
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
６
１
３
２
６
１
３
９
３
２
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
１
３
２
６
１
５
５
２
７

熊 本 県 PTA共 済 の ご 案 内 鰈 本県PTA教育振興財団)

*こんな事故にあつたけど…と思われた場合は、学校またはPTA共済担当者にご連絡を…
給付の具体的事例

P災 コース

放課後の部活動練習中に負傷し

後遺障害 (麻痺)が残つた。

(後遺障害共済金)

生 徒:P災コース
保護者 :安互コース
部活動の練習試合に参加するため、
生徒を送迎していた保護者の車が

交差点で他の車と衝突し、運転手と

乗せていた生徒が負傷した。

(交通事故共済金)

令和3年度 高校生給付4犬況

高校生に対する

給付の85%が
交通事故による

ものです。

P災 コース

体育の授業中に転倒して歯を破折
し、保険外治療 (歯科補綴)が必要
になつた。

P災コー ス

許可された自転車・バイダでの

登下校中に交通事故に遭い負傷叱鰤事故共済01:,滲
安 互 コース

保護者が、学校の授業参
観に出かける途中で転倒
して骨折した。

(負傷共済金)

後遺障害 3件
4,040,000円

交通事故が減りません !命を守る努力を

令不[3年度中の交通事故に

対する給付 |よ 、前年度までに

報告さイ1た事故を含め計140

件 (う ち後遺障害 1件 )で、その

うち高校生の事故は108件、昨年度より10件

増えており、ほとんどが登下校中の自転車ある

い|よ バイグ乗車中の事故です。

事故の被害者のみならず加害者にもなる可

能性があります。無理な横断や追しヽ越しなどの

危険な行為も見られるため、道路交通法、自転

車安全利用ルールを守り、自転車でもできれ

ばヘルメットをデ自
亡
用し、自分の命も周りの方々

の命も守る努力をしましょう。また、事故にあつ

たら、怪我がなくても必ず警察に届け、病院を

受診してくださしヽ。あと,)｀ ら症状が出る場合が

あります。

添
馨

負傷 16件
1,530,000円

交通事故の内訳

徒歩2件。自転車97件

同乗中1件・バイク8件

酬 崎 わせ先 (財 )熊本 県 PTA教 育 振 興 財 回
〒860-0842熊本市中央区南千反畑町3-7熊本県総合福祉センター4F
TEL:096-223-7419

もしもの時は年スピ~デイーに保険金をお支払いします !

口 デジタル保険金
―
請求

ケガによる入院。通院 または 持ち物の損害は

24時間365日 ぃっでも、どこでも受付けます!

オンラインで簡単請求

お手続きはこちらから →
https://― aig co jp/sonpo/service/contact/intemet

ご利 用 には 条 件 が ご き います 。ご利 用 条 件 とご 利 用 方 法 は 、お 手 元 の加 入 者 証 で ご 案 内 します 。※持ち物の損害は「学校製 下電ll産ネ蔵償特約」力対 帯されているプ≫ つ場合ご不」用いた8憶 す。

その他の保険金請求は・̈ スクール事故受付ダイヤル(24時間受付)瞬 岡 田  0■ 20‐ 300日 399

綴輿賭学拶店0120‐228H553謬醗灘延緊羅肇誤誰忌堪骨鰍′しぃ
S-220583(2023-03)

C 簡単支1払
―
特急便

ケガによる入院。通院、病気による入院。手術で
10万円以下のご請求は

剛 を最解鵜 i,0

電話による事故報告のみ

朝ダイコ堪勢:髪器::三妥

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
は
小
中
学
校
を
含
め
１０
年
以

上
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
の

作
成
は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。
多
く
の

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、無
事
第
５２
号
を

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
原
稿
の

作
成
に
つ
い
て
ご
協
力
を
頂
い
た
各
校
の

皆
様
を
は
じ
め
、発
行
に
関
わ
っ
て
い
た
だ

い
た
す
べ
て
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

前
号
ま
で
に
特
集
さ
れ
て
い
た
「我
が

校
自
慢
の
開
発
品
・取
り
組
み
」
が
一巡

し
、今
号
か
ら
、
「部
活
動
・生
徒
会
特
集
」

と
し
て
新
た
な
特
集
と
な
り
ま
し
た
。
各

校
の
部
活
動
・生
徒
会
の
取
り
組
み
、自

慢
し
た
い
活
動
を
大
い
に
発
信
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
、成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
が
実
施

さ
れ
、学
校
に
お
け
る
金
融
教
育
も
始
ま

り
ま
し
た
。
今
後
様
々
な
課
題
が
想
定
さ

れ
ま
す
。
次
号
で
は
、そ
ん
な
今
年
こ
そ

是
非
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
内
容
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
次
号
も
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

調
査
広
報
委
員
長
　
中
野
　
真
二

○
調
査
広
報
委
員
長

鹿
本
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

中
野
　
真
二

〇
調
査
広
報
委
員

翔
陽
高
等
学
校

育
友
会
会
長

内
村
恵
美
子

菊
池
高
等
学
校

育
友
会
会
長

高
宗
　
友
子

御
船
高
等
学
校

育
友
会
会
長

竹
下
　
　
渉

熊
本
西
高
等
学
校

育
西
会
会
長

田
畑
　
梨
江

水
倶
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

小
嶋
　
和
也

○
顧
問

鹿
本
高
等
学
校

校
長

石
村
　
秀

一

交通事故 108件
3,380,000円

熊本県公立高等学校
PTA連合会 生徒総合保障制度 保険金請求のご案内

保険へのご加入等の
お問い合せ先
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